
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部署紹介 ～医事課～ 

 

医事課では、外来診療の受付、会計業務、入院部門での会計業務、未収金管理、保険請求業務が主な業務です。 

保険請求業務を行う上では健康保険法をはじめとする各種医療保険制度の知識や診療報酬点数の知識を必要とします。さらに 2

年に 1 度の診療報酬点数改定、各種公費負担制度や助成制度の新設や変更など、医療を取り巻く環境の変化にも、迅速で適切

に対応することが求められます。 

 

皆様が病気やケガでご来院された時、受付でまず対応させていただくのが私達『医事課』です。また診察や検査を終えてお会計や処

方箋をお渡しするなど最後に皆様と接するのも『医事課』です。 

そのため皆様に安心してご来院していただけるよう、常に笑顔で 

の対応を心掛けております。医療費や各種文書類など何かご不 

明な点がございましたら、遠慮なく医事課職員までお声掛けくだ 

さい。 

最後に、来院される患者さんへお願いなのですが、窓口では 

保険証等の確認を毎月行う必要がありますので、ご来院の際 

は保険証等のご提出をお願い致します。また、お名前と生年月 

日でご本人の確認を致しますので、重ねて御協力をお願い致し 

ます。 

下肢救済への取り組みについて Vol.2 

つくば血管センター 久米 博子 

 血管再建 

今回は人工血管によるバイパス術についてご案内します。 

慢性の動脈硬化が起きると全身のあらゆる血管が閉塞(閉塞性動脈硬化症)します。血管が詰まっても、全く症状が出ないこともあ

りますが、時には重症な病気の原因になることがあります。 

右下の画像は腹部大動脈が閉塞してしまった 69 歳男性の 3DCT の画像です。左足を怪我した後、血流不足から感染が悪化

し、切断された既往があります。その後右足が痛くなり、当センターを受診されました。左下はバイパス術後の画像です。右肩の腋窩動

脈から右足の大腿動脈へ、人工血管でバイパスを作り、無事に右足へ血液が回るようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次号ではバイパス術（自家静脈編）をご案内いたします。 

外科：吉岡 聡先生 

経歴：平成 23年 東京慈恵会医科大学卒業 

所属学会：日本外科学会、日本消化器外科学会、日本消化器内視鏡学会、 

日本臨床外科学会、日本大腸肛門病学会、日本内視鏡外科学会 

お腹やお尻に悩みを抱えた患者様を救うべく全力を注いでいきます。お気軽に 

ご相談ください。 

外科：白井 祥睦先生 

経歴：平成 22年 東京慈恵会医科大学卒業 

所属学会：日本外科学会、日本消化器外科学会、日本肝臓学会、日本移植学会、 

日本肝胆膵外科学会、日本消化器病学会、日本消化器内視鏡学会 

地域の患者さんのために、誠意をもって診療に当たります。御気軽にご相談くだ

さい。 

副院長就任の挨拶 

守谷慶友病院副院長 野尻 卓也 

 

                         このたび守谷慶友病院に赴任しました野尻卓也と申します。平成４年卒の消化器外科 

                        医です。大学病院、一般病院を行きつ戻りつしてまいりました。大学では主に肝胆膵外科を

専攻しておりました。 

 

現在の日本は高齢化社会を超え、超高齢化社会を迎えつつあります。病気に罹患するのは余力の乏しくなった高齢者ですが、

安全を担保しつつ、過不足無い治療、手術がそのような方々にも求められています。また超高齢者予備軍である２０２５年問

題、また同年にはベット数最大２０万床削減の政府方針(２０１５年比較で)も控ええており、特に入院での治療はますます厳し

くなるでしょう。このため、必要な時になるべく短期で入院治療し、その後は地域あるいは自宅に再び戻るような、病院、介護、住居

が一体となった地域包括システムの構築が、国ないし自治体主導でなされています。 

今後の病院は、地域の開業医の先生方、介護施設、ソーシャルワーカーさん、ケアマネージャーさんなどとタッグを組んで、能動的

運営が必要になると考えます。個々の病院は単独での医療遂行ではなく、地域の中核となり、まさに地域医療を支える役割が今後

一層期待されます。そう考えますと、特に開業の先生方がお困りの際にこそ、有床の当院がお役に立てる事があると存じます。更なる

検査、治療、緊急入院等が必要と判断された患者さんをご紹介いただき、これまで以上に素早くかつ適切に対応し、ご報告してまい

りたいと思います。また、治療が終わりましたならば、ご紹介いただいた開業の先生方と一緒に患者さんを診てまいりたいと考えておりま

す。至極当たり前ですが、病診連携の強化、深化が重要課題です。近隣の先生方のお名前もお顔もまだ良くは判りませんが、地域

連携担当の職員を通じて、今後御連絡を取れるようにして行きたいと考えております。 

 

患者さんに、「あの病院で診てもらって良かった、行って良かった」と言われる病院を目指したいと思います。ご指導、ご鞭撻のほど 

よろしくお願い申し上げます。 

市民公開講座のお知らせ 

11月に開催します市民公開講座では、「糖尿病ってなに？」、「下肢静脈瘤ってなに？」と題しまして、須澤先生、久米先生

からお話をさせて頂きます。参加費は無料ですので、ぜひお誘いあわせの上ご参加ください。 

日時：11月 26日（土） 14時～ 

場所：守谷市保健センター 


